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第２５回理事会 

 

日  時  平成３０年１２月１５日(土)午前１０時００分 

会  場  千葉県総合スポーツセンター 宿泊研修所第３研修室 

出席状況  出席 ２２ 名  欠席 ７ 名   計 ２２／２９ 

議事内容 

（１） 栄章贈与候補者（案）について 

（２） 平成３１年度行事予定（案）について 

（３） 平成３１年度競技会要項（案）について 

報告内容 

（１） 千葉県体育協会理事会について 

（２） 関東陸上競技協会理事会について 

（３） ２０１８ちばアクアラインマラソンについて 

（４） 第７３回国民体育大会について 

（５） 第３４回東日本女子駅伝大会について 

（６） 平成３０年度中間報告について   

（７） 各専門委員会より 

（８） その他 

 

１ 開会 午後１０時００分 

 

２ 定数確認（木内専務理事） 

 定数２９  出席２２名  欠席７名   計 ２２／２９ 

 定款第３７条により、本理事会は成立。 

 

３ 会長挨拶（宇野会長代理 高津副会長より） 

（要旨）本日宇野会長が所用により欠席の為、高津より挨拶を申し上げる。ここまでの競

技会が順調に運営されたことに感謝を申し上げる。また全国中学、インターハイ、

国体においては千葉県勢の活躍に喜ばしい限りである。本日の理事会において慎重

な審議をお願いする。 

 

４ 議長選出 

木内専務理事から説明があった。 

・議長選出については定款第３６条により、「代表理事又は業務執行理事があたる。」と

ある。代表理事である宇野会長が本日は所用により欠席のため、長谷川副会長に議長



をお願いする。 

 

５ 議事録署名人 

長谷川代表理事から説明があった。 

・定款第４１条により、「代表理事及び監事が記名押印する。」とある。よろしくお願い

する。 

６ 議 事 

議案（１）栄章贈与候補者（案）について 

議長から、議案（１）について、木内専務理事に説明するよう指示があった。 

（木内専務理事） 

栄章贈与候補者（案）の資料参照を願いたい。 

日本陸上競技連盟表彰贈与候補者 

◎秩父宮賞 

木内 俊秀（千葉陸上競技協会専務理事） 

◎高校優秀指導者章贈与候補者 

松澤 誠（成田高等学校） 

◎中学優秀指導者章贈与候補者 

仲川 未来雄（千葉市立幕張本郷中学校） 

◎高校優秀選手章贈与候補者 

小林 歩未（船橋市立船橋高等学校） 

◎中学優秀選手章贈与候補者 

  渡辺 千奈津(千葉市立幕張本郷中学校) 

議長から質問及び意見が求められたが特になく、承認された。 

 

議案（２）平成３１年度行事予定（案）について 

議長から、議案（２）について、市東総務委員長に説明するよう指示があった。 

（市東総務委員長） 

２０１９年（平成３１年度）千葉陸上競技協会行事予定表（案）の資料参照を願いたい。 

・競技会について例年通りである。 

・１０月から第１陸上競技場の改修工事が始まるため、競技会により会場の変更がある。 

・ちばキッズ陸上競技大会が「CHIBA U13ATHLETIC EVENT2019」と名称変更と

なる。 

・千葉県民体育大会の会場が、県総合スポーツセンター陸上競技場の改修の為、東総運

動公園陸上競技場に変更となる。 

・今年度は男女都道府県対抗駅伝選考会が例年の日曜開催から土曜開催に変更となる。 

・県クロスカントリー大会は諸事情により調整中である。 



・千葉陸上競技協会審判講習会の日程が、例年実施している時期の開催が無理な為、３

月３１日（日）となる。 

議長から質問及び意見が求められたが特になく、承認された。 

 

議案（３）平成３１年度競技会要項（案）について 

議長から、議案（３）について、伊藤競技運営委員長に説明するよう指示があった。 

（伊藤競技運営委員長） 

２０１９年（平成３１年度）千葉陸上競技協会大会要項（案）の資料参照を願いたい。 

・千葉陸上競技協会大会要項を含め各団体の大会要項は、詳細が決定したのちに次回理

事会で示す。 

・第５３回千葉県陸上競技記録会の要項については、本理事会での審議を願う 

 

議長から第５３回千葉県陸上競技記録会の要項について質問及び意見が求められた。 

（質問、木内専務理事） 

・種目表記について「１００ｍY ハードル（76.8cm／8.50m）」とある。高さと距離

表示が示されているので正式な表記では「Yの字」は入れないのではないか。 

（回答、岩脇理事） 

 ・大会要項としての正式表記としては「Y」を削除するのが正しい。 

（伊藤競技運営委員長） 

 ・今後は大会要項すべてにおいて正式な種目表記に変更する。 

 

議長から再度、第５３回千葉県陸上競技記録会の要項について質問及び意見が求められた

が特になく、承認された。 

 

７ 報告事項 

報告事項（１）千葉県体育協会理事会より 

議長から木内理事に、千葉県体育協会理事会の報告をするよう指示があった。 

（木内理事） 

平成３０年１１月１４日第２回千葉県体育協会理事会の報告をする。詳細は別途資料

参照を願う。 

・平成３０年４月１日より日本体育協会の名称が日本スポーツ協会となっている。そ

れに伴い、千葉県体育協会の名称も平成３１年４月１日より千葉スポーツ協会に変

更となる。 

・千葉県体育協会７５年史の編集・発刊のため委員会が設置される。 

 

報告事項（２）関東陸上競技協会理事会より 



議長から木内理事に、関東陸上競技協会理事会の報告をするよう指示があった。 

（木内理事） 

平成３０年８月２５日第２回関東陸上競技協会理事会の報告をする。詳細は別途資料

参照を願う。 

・山梨県、通信大会における写真判定による不正審判について、選手への思いからの

行為とは言え許される判定ではない。 

 

報告事項（３）２０１８ちばアクアラインマラソンについて 

議長から木内専務理事に、２０１８ちばアクアラインマラソンの報告をするよう指示が

あった。 

（木内専務理事） 

・千葉陸上競技協会 審判員の皆さんのご協力に感謝する。 

・ハーフマラソンの部で誘導ミスが起こった。千葉陸上競技協会は重く受け止め、今

後このような事が起こらないよう対策をする。 

 

報告事項（４）第７３回国民体育大会について 

議長から伊東強化委員長に、第７３回国民体育大会の報告をするよう指示があった。 

（伊東強化委員長） 

詳細は別紙資料を参照願いたい。 

・総合順位 第２位、１２７点である。 

・高校生の活躍が目立ち、高体連との選手強化の連携が実を結んでいる。 

・今後は女子選手の強化が課題である。 

 

報告事項（５）第３４回東日本女子駅伝大会について 

議長から滝田駅伝部長に、第３４回東日本女子駅伝大会の報告をするよう指示があった。 

（滝田駅伝部長） 

詳細は別紙資料を参照願いたい。 

・結果は第４位 ２時間１９分５８秒である。優勝を目標に選手はよく走ってくれた。 

・第２３回男子都道府県駅伝並びに第３７回女子都道府県駅伝のコーチ並びに選手選

考について別紙資料の通り一任を願いたい。 

 

議長から第２３回男子都道府県駅伝並びに第３７回女子都道府県駅伝のコーチ並びに

選手選考ついて質問及び意見が求められたが特になく、一任することが承認された。 

 

報告事項（６）平成３０年度中間報告について 

議長から木内専務理事に、平成３０年度中間報告をするよう指示があった。 



（木内専務理事） 

詳細は別紙資料参照願いたい。 

・秋季記録会例年通り盛況であった。 

・キッズ、小学生全国クロカンは運営面で審判不足。 

・U１３・１６ロングディスタンスは観客多く盛況であった。 

 ・理事会で提案のあった定款の改正については検討をしている。また、財務関係の報

告については半期に一回行うとあり、この後報告をする。 

 

議長から、財務関係の報告をするよう、西脇財務部長に指示があった。 

（西脇財務部長） 

・事務局より説明をする。 

（事務局 中村事務局員） 

・上半期の財務状況を報告する。財務状況は健全である。収支については本年度実施

されたアクアラインマラソンが増収となっている。 

 

報告事項（７）専門委員会より 

議長から各専門委員長等に指示があり、委員会ごとに各委員長が説明をした。 

 

総務委員会（市東委員長） 

・千葉陸協便りについて説明をする。次号の発刊が遅れないよう作成を進める。 

競技運営委員会（伊藤委員長） 

・審判の出席状況について報告をする。 

・キッズ大会の審判不足は運営に支障をきたす状況にある。 

・千葉陸上競技協会として S級審判員６名、A級審判員７名を推薦する。 

 

（質問 中村理事） 

・S級・A級審判員の推薦については、定款にも記載されているが理事会の承認が必要と

なる。議事に載せて承認を得るべきである。 

（回答 伊藤競技運営委員長） 

・S級審判員６名、A級審判員７名の推薦ついて、本理事会での審議を願う。 

 

議長から S 級審判員６名、A 級審判員７名の推薦について質問及び意見が求められたが特

になく、承認された。 

（伊藤競技運営委員長） 

・次年度より正式な形で進める。 

 



強化委員会（伊東委員長） 

・国体に関してトップクラスの高校生、成年のさらなる強化、そして女子選手の強化が

重要である。高体連との連携を密にしていく。 

・選手強化と同様にコーチ陣の育成に、今後は努めていく。 

施設用器具委員会（松本委員長） 

・報告なし。 

学連（越川理事） 

・６大学対抗での千葉陸上競技協会の協力に感謝する。 

・次年度は日本大学が担当となるが、千葉県開催なので千葉陸上競技協会の協力を願う。 

高体連（香取委員長）  

 ・第２２回関東選抜新人陸上競技大会結果一覧資料参照を願う。千葉県多種目にわたり

入賞を果たす。 

・第７１回関東高等学校駅伝競走大会（男子）並びに第２７回関東高等学校駅伝競走大

会（女子）結果一覧資料参照を願う。男子は八千代松陰高等学校が優勝、女子は成田

高等学校が３位となる。他の県勢も頑張った。 

・平成３１年度千葉県高等学校体育連盟陸上競技専門部 行事予定・大会要項（案）資

料参照を願う。関東選抜新人陸上競技大会の会場が、県総合スポーツセンター陸上競

技場の改修に伴い、東総運動公園陸上競技場に変更となる。 

中体連（舟橋委員長） 

・報告なし。 

マスターズ（鈴木理事） 

・今年度、大会運営への協力に感謝する。また、今後のマスターズ大会への協力を願う。 

 

８．その他 

（木内専務理事より） 

 ・「長距離選手による鉄剤注射について」の報道記事の関連について、千葉県の状況を説

明し、本県ではこのような行為はないと報告をする。 

（質問 塩谷理事より） 

 ・報告のあった他県中体連での写真判定による不正審判事例、本県においては大会時の

ゼロコンテストや写真判定機の検定などの対応は大丈夫なのか。 

（回答 木内専務理事より） 

・各団体と連携を図り確認をする。 

 

９ 閉会 

長谷川副会長から閉会が宣言された。 

午後１１時３６分 閉会 


